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Sparfloxacinの 皮膚内移行の検討

山本康生 ・松本 茂 ・池田政身 ・小玉 肇

高知医科大学皮膚科学教室*

ヒ ト正常 皮 膚 に お け るsparfloxacinの 血 清 内 濃 度 に対 す る皮 膚 内 濃度 比(皮 膚 内移 行)は0.7

以 上(n=5)で あ った。

ラ ッ ト正 常 皮 膚 で の 皮 膚 内 移 行 は0.5,1,2,4,6時 間 後 全 て1.0以 上(n=4)で あ っ

た。
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Sparfloxacin(SPFX)は 大 日本製薬㈱ にて 新た に

開発されたニューキ ノロン系合成抗 菌剤であ り,グ ラム

陽性菌をはじめ,グ ラム陰性 菌,嫌 気性菌な どに対 し幅

広い抗菌スペク トルを有 し,と くに既存のニ ューキ ノロ

ン剤では作用の弱か った肺炎球 菌,マ イコプ ラズマ,ク

ラミジア,結 核菌,非 定型抗酸 菌などに対 して も強 い抗

菌作用を持つ1)。

今回,わ れわれは ヒ ト正常皮膚お よびラ ッ ト正常皮膚

への本剤の移行を検討 したので報告す る。

ヒトでは手術 目的で当科 に入院 した患者5例 に術前に

SPFX200mgを 単回経口投与 し,術 中に採血,採 皮 し

た。なお,試 験前に患者 の同意を得た。

ラッ トでは,200g前 後のウ ィス ター系雄 ラッ トの胃

内に,SPFX20mg/kgを 金属カテーテルにて投与 し,

0.5,1,2,4,6時 間後に各時間4匹 を1群 と して

エーテル麻酔下に採血屠殺,背 部を剃毛 した後背皮を採

取 した。可及的すみやかに,血 液は遠心後血清採取 し,

皮膚は脂肪組織を除去 した後,-70℃ で凍結保存 し,一

括 して大 日本製薬㈱ 総合研究所 にてEscherichia coli

Kp株 を検定菌 と したagar well dilution methodに

よるbioassay法 に より血清 内,皮 膚 内濃度 を測定 し

た。

結 果は,Table1,2に 示 す。 ヒ トで は測 定時 間 が

1.5時 間か ら3.3時 間にわた ってお り,血 清 内濃度 に対

する皮膚内濃度比(皮 膚 内移行)は0.5か ら2.03と 幅

はあるが,0.7以 上の良 好な群2)に 位 置す る。 ラ ッ トに

お い て も,皮 膚 内 移 行 は1,0以 上 と良 好 で あ り,他 の

ニ ュー キ ノ ロ ン剤 と 同様 で あ る4～5)。 この 皮 膚 内 移 行 の

良 好 な 点,血 中 半 減 期 が 約16時 間 と長 い点1),黄 色 ブ

ドウ 球 菌 に 対 す るMIC(106cells/ml)の ピ ー クが

0.05μg/mlに あ り,MIC90が0.2μg/mlで あ る点1)

よ り,黄 色 ブ ドウ球 菌が 主 体 を な す皮 膚 軟 部 組 織 感 染症

に 対 して は 本 剤1回200mg1日1回 な い しは1回100

mg1日2回 投 与 で治 療 目的 は達 せ られ る と考 え る。
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Table 1. Concentration of sparfloxacin in human serum and skin after a single

oral administration of 200 mg

Table 2. Concentration of sparfloxacin in rat serum and skin after a single oral

administration of 20 mg/kg

PENETRATION OF SPARFLOXACIN INTO THE SKIN

Yasuo Yamamoto, Shigeru Matsumoto, Masami Ikeda and Hajime Kodama
Department of Dermatology, Kochi Medical School

Kohasu, Okoh—cho, Nankoku—city, Kochi 783, Japan

The human skin/serum concentration ratio of sparfloxacin (SPFX) after 200 mg oral adminis-
tration was higher than 0.7 (n=5).

The ratio of SPFX (20 mg/kg) in rats was higher than 1.0 at 0.5, 1, 2, 4 and 6 hours after
administration (n=4).


